












（［ ］）、脱酸素化ヘモグロビン（［ ］）、及び総ヘモグロビン（［ ］）の相対的量を























































































光学的プローブは放射器と検出器が 対で構成されている。 つの放射器及び つの検出




























指標は平均値 標準偏差（ ）で示した。有意差の基準は とした。［ ］、




［ ］、［ ］、［ ］、最大筋力及び は図 、 、 及び に示した。対側前
頭葉の［ ］は運動中有意に変化した（ ）（図 ）。安静時のレベル
と比較すると、対側前頭葉の［ ］は から 回目にかけて著しく増加した（
）。その後、徐々に低下した。一方、運動中の同側前頭葉の［ ］も有意に変化した
（ ）（図 ）。安静時のレベルと比較すると、［ ］は 回目から 回
目にかけて著しく増加した（ ）。対側前頭葉の［ ］は運動中に有意に変化した。
安静時レベルと比較すると、 回目と 回目に有意に低下した（ ）（図
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）。 回目以降は徐々に増加した。同側前頭葉の［ ］は運動終了まで有意な変化はな
かった（ ）（図 ）。対側前頭葉の［ ］は運動中に有意に増加した
（ ）。対側前頭葉の［ ］のレベルは 回目から 回目にかけて有
意に増加し、その後徐々に減少した（図 ）。同側前頭葉の ［ ］は 回目から 回目
まで有意に増加した（ ）（図 ）。
最大握力は図 に示した。最大握力は 回目以降有意に低下した（
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